
金型・機械に付加価値を！　生産に効率化を！

おかげさまで、毎日たくさんのお見積もり図面を頂きます。そのお見積もり回答すると「その納期では間に合わない」とか、
「もう少し早くなりますか？」というお問合せを時々頂きます。

図面によっては、協力会社へ一部加工をお願いするケースもありますので、お見積り回答後にさらに納期短縮をする場合、数社間で再検討する
ことになるケースが出てきます。そうなるとさらに回答期限が遅れてしまう結果になってしまう事が度々あります。
そこで、図面が最初に届いた時点で、希望納期や最終納期の記載があると、見積もり担当員はその納期を実現することを優先的に考えますので、
納期短縮の実現度が高くなります。

比較的急いて製作を希望する場合は、希望納期や最終期日、大体の期間などを記載することをお勧めします。

そこで、タカノを上手く使用しているユーザー様は、こんな事をやって希望納期の実現の可能性を高めています。

見積りに希望納期も入れる


